
巻

頭

一一百

宗
祖
幼
少
の
こ
ろ
仏
法
、
世
間
の
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
い
だ
き
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
智
者
と
な
ら
で

は
か
な
い
が
た
い
と
、
清
澄
山
の
本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
に
願
を
か
け
「
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
た
ま
え
」
と
懸
命
の

祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
時
に
「
虚
空
蔵
菩
薩
、
眼
前
に
高
僧
と
な
ら
せ
給
ひ
、
明
星
の
知
く
な
る
智
慧
の
宝
珠
を

授
け
給
ふ
」
（
善
無
畏
三
蔵
抄
〉
と
も
「
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
よ
り
大
智
慧
を
給
は
り
」
（
清
澄
寺
大
衆
中
）
と

菩
薩
を
感
見
、
信
観
し
た
こ
と
を
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
祖
十
二
才
の
時
で
、
こ
の
感
得
を
得
て
よ
り
慧
眼

頓
に
ひ
ら
け
、
八
宗
な
ら
び
に
一
切
経
の
勝
劣
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
正
月
一
日
、
日
蝕
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
「
生
身
の
愛
染
明
王
を
拝
見
し
」
、
ま
た

こ
の
正
月
十
五
日
よ
り
十
七
日
に
至
る
聞
に
「
生
身
の
不
動
明
王
を
お
が
み
」
こ
の
両
明
王
を
そ
れ
ぞ
れ
図
顕
さ
れ

て
い
る
。

（
不
動
愛
染
感
見
記
〉

宗
祖
が
こ
の
よ
う
に
生
身
の
虚
空
蔵
菩
薩
・
愛
染
明
王
・
不
動
明
王
を
感
見
、
后
得
さ
れ
た
こ
と
は
宗
祖
の
懇
祈
・

祈
請
が
並
々
で
な
か
っ
た
こ
と
を
想
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
生
身
の
諸
尊
を
信
観
さ
れ
た
こ
と
は

宗
祖
の
宗
教
的
体
験
と
し
て
看
過
で
き
ぬ
重
要
事
で
あ
る
。
特
に
大
量
茶
羅
図
顕
に
あ
た
っ
て
右
に
不
動
、
左
に
愛



染
の
党
字
を
図
案
化
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
生
身
の
両
尊
の
感
見
が
い
か
に
強
い
宗
教
意
識
下
に
あ
っ

た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
が
三
年
の
短
期
大
学
を
改
組
転
換
し
て
四
年
制
大
学
に
移
行
す
る
申
請
は
本
学
同
窓
生
の
宿
願
で
あ
る
が
、

一
昨
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
第
一
次
の
申
請
は
本
年
正
月
七
日
通
過
し
、
本
年
は
最
終
審
査
、
書
類
、
実
地
調
査
が
行

わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

顕
祈
顕
応
・
顕
祈
冥
応
・
冥
祈
顕
応
・
冥
祈
冥
応
の
四
句
は
祈
請
の
常
道
で
あ
る
が
、
本
年
の
審
査
を
受
け
る
に

際
し
本
学
で
は
止
暇
断
眠
の
精
進
を
か
さ
ね
て
諸
般
の
準
備
を
整
え
文
部
省
の
審
査
委
員
の
諸
公
を
迎
え
た
い
も
の

と
念
願
し
て
い
る
。
大
学
並
び
に
同
窓
生
諸
聖
の
冥
顕
の
御
援
助
を
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
。

平
成
六
年
三
月

学

長

宮

l崎

英

修


